
今年は梅雨は来ないのか、なんて思ってたら夏至が過ぎてやっと梅雨前線が北上してきました。

ま、例年通りの穏やかな梅雨で水瓶が潤えばこれに勝るものはありません。

猛暑の到来を前に、皆様心涼やかなひと時をお過ごしください。

さて、今頃(このニュースが届く頃)首都＝東京に民の鉄槌は下されているのでしょうか、興味

津々の事務局より｢会員ニュース(75号)｣をお届けします。

(2017年6月豊島区、梅雨に色づく杏子）

沖縄忌 今なお荒ぶる 砕石の堰
（う～ん、人が人をここまで蔑ろにしていいものでしょうか？）

1． 6月2日、関東東北産業保安監督部のHPに｢『電気事故速報値』を更新しました」

が掲載されました。

恒例の「事故速報値」の更新です、感電死亡事故＂０＂は昨年8月より引き続き継続されて

おります。

これより汗をかく季節の本番です、「皆様ご安全に」日々の業務を遂行ください。

なお、詳細は別紙「資料-電気事故速報値(H29.5月31日時点)」をご参照ください。

２０１７． ６（新-７５号）

一般社団法人 日本電気管理技術者協会

事務局 編集



２. 同じく6月2日、経産省のHPに｢平成28年度エネルギーに関する年次報告書

(エネルギー白書）が閣議決定されました｣が掲載されました。

エネルギーに関する年次報告書は、エネルギー政策基本法(平成14年法律第71号）第11条に

基づき、政府がエネルギー政策に関して講じた施策の概況について、国会に提出する報告書

です。本日、平成28年度報告書が閣議決定されました。

とうことです。

こちらも、詳細は「資料-平成28年度エネルギー白書･閣議決定」をご参照ください。

なお、「エネルギー白書｣(本文）は49頁に渡りデータが大きくなりますので、必要な方は

経産省のHPで入手されるか事務局にご相談ください。

３．6月13日、関東東北産業保安監督部のHPに｢第37回電気安全講演会のお知らせ

【参加申込不要】(8月8日(火)きゅりあん(品川区立総合区民会館)）｣が掲載されました。

毎年、経産省主唱の「電気使用安全月間」協賛として行われている講演会です。今回は、気

象キャスターの天達さんが講演予定のようです、皆様ごぞってご出席ください。

詳細は、「資料－第37回電気安全講演会」をご参照ください。

４．6月23日、経産省のHPに｢『スマートコミュニティ事例集』を作成しました」

～エネルギーの利活用の最適化を進めます～が掲載されました。

IoTの技術進展によりモノやサービスがつながり、様々な分野でシェアリングエコノミーが

可能となりつつあります。～中略～

今回、そのようなスマートコミュニティの先行事例の中から、今後のスマートコミュニティ

構築にあたり参考となるものを選出し、その事業概要などをまとめることとしました。

とのことです。

詳細は、「資料－スマートコミュニティ事例集（抜粋）」をご参照ください。

なお、事例集本文は72頁と量的に大きいため、資料は一部抜粋といたしました。全文が必要

方は、経産省HPで入手されるか、事務局にご相談ください。

５．「会員名簿｣(2017年7月版）を編集中です。

今年も、｢会員名簿」を2017年7月1日版として改訂中です。

個人情報が含まれておりますので、当然のことながら会員及び協力企業に限定配布の予定

です。

お手元に届きますまで今しばらくお待ちください。



平成29年5月31日時点

平成２８年度

0 (0) 1 (1) 1 (1) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3 (3)

0 (0) 8 (8) 1 (1) 2 (2) 1 (3) 0 (0) 2 (2) 1 (1) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 2 (2) 18 (20)

平成２９年度

0 (0) 0 (0) 0 (0)

0 (0) 2 (2) 2 (2)

※１　１つの事故で複数の項目に該当する場合は、各項目にカウントしていますが、総合計では反映していません。

※２　発電所における事故件数も含みます。

※３　人身の（　）は被害者数を表しています。
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平成 29 年 6 月 2 日 

資 源 エネルギー庁 

 

「平成 28 年度エネルギーに関する年次報告(エネルギー白書)」 

が閣議決定されました 
 

エネルギーに関する年次報告は、エネルギー政策基本法(平成 14 年法律第 71 号)

第 11 条に基づき、政府がエネルギーに関して講じた施策の概況ついて、国会に提

出する報告書です。本日、平成 28 年度報告書が閣議決定されました。 

 

〈今回のエネルギー白書の概要〉 

本年の白書では、最近のエネルギーを巡る状況需給や政策の動向を踏まえ、以下

の事項について紹介しています。 

 

（1）福島復興の進捗 

・東日本大震災・東京電力福島第一原子力発電所事故への対応 

・原子力被災者支援 

・原子力損害賠償 

・東電改革 等 

（2）エネルギー政策の新たな展開 

・エネルギーセキュリティの強化 

・環境制約と成長を両立する省エネルギー・再生可能エネルギー政策 

・競争活性化と自由化の下での公益的課題への対応 

（3）エネルギー制度改革等とエネルギー産業の競争力強化 

・国内外電力・ガス産業の事業環境の変化 

・事業地域の拡大、異分野への進出、新サービスの創出といった企業動向 

・国内外の石油産業の動向 

 

この他、エネルギー需給動向や前年度（平成 28 年度）に講じた施策の概況について

も記述しています。 

 

 

 

 

 (本発表資料のお問い合わせ先) 

  資源エネルギー庁総合政策課 調査広報室長 田中 

   担当者： 大石、納屋、庄司、上田 

   電 話：03-3501-1511(内線 4474～5) 

        03-3501-5964(直通) 

          03-3501-2305（FAX） 



 














	電気事故速報値(5月31日時点）.pdf
	統計


